
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
   
 
 
 

実践・省察し信頼される教師になろう 

学校の出来事が丸ごと学べます
 ４月はじめから４年生４名が、保原小学校で活動を始めました。鈴木洋仁さんは絶対的な経

験値の差をうめたいという思いから、蜂谷佳菜さんは子どもと直接かかわりたいという願いか

ら始め、それぞれの「学び」を実感しています。 

学校ボランティア通信１－１（平成２７年５月１３日）学校ボランティア支援室 

昼休みがおわり、子どもたちと話しながら教室にもどります。 

子どもたちと向き合って給食を食べます。ちょっとハズカシイ？ 

絶対的な経験値 

４年 鈴木 洋仁 

 

私は学校ボランティアを４年生の４月から始め

ました。始めたきっかけとしては友達の学校ボラ

ンティアの話を聞き、興味を持ったからです。そ

の友達との会話を通して自分にはない絶対的な経

験値の差を感じました。教育実習とはまた違った

子どもの姿、教師の仕事、職員室の雰囲気等々を

肌で感じることは、他の活動では得られることが

できないからです。また、教員採用試験や卒業論

文でも大いに活かせることができると思いまし

た。正直、３年生の後期からやるか悩んでいまし

たが、学校の現場を見ることは相当の価値がある

と思い、この４月に学校ボランティアを始めるこ

とにしました。実際に行ってみて、もっと早くか

ら決断すればと後悔しました。なぜなら、学校へ

行く度に新たな発見、数多くの学びがあるからで

す。どんなものがあるかは…教えられません。皆

さん自身で感じてほしいと思います。是非勇気を

出して一歩踏み込んでください。きっと新しい世

界の広がりを感じることができると思います。 

教師の指導法を学ぶ 

            ４年 蜂谷 佳菜 

 

 私は今年の 3 月から保原小学校でボランティア

をさせていただいています。学校ボランティアに

参加するようになったのは、教育実習を終えてか

ら子どもと直接かかわる機会がなかったことに不

安を覚えたからです。それまでボランティア経験

は少なかったのですが、先生方や一緒に活動をし

ている友人のおかげで充実したボランティアが出

来ています。 

 私はボランティアをするようになってまだ 2 か

月しかたっていませんが、教師の指導という点で

大きな学びがありました。それは、子どもに「○

○しなさい」というのではなく、「○○さんのやり

方いいね」というようにある子どもに注目し、そ

こから子どもたち自身がどんな方法がよいのか気

づき身に付けていくという指導方法です。このよ

うな指導が「子ども主体」ということであり、子

どもの思考力の育成につながるのだと分かりまし

た。 

教員を目指すにあたって実際の学校現場を知る

ことは大切で、学校ボランティアはそれを学べる

貴重な機会だと思います。これからも自分自身が



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループごとに給食を食べます。スキナバングミナアニ？ 

昼休みの遊びは、子どもたちを知る絶好のチャンスです。 

    子どもたちの成長と私の成長 

４年 鈴木 晴香 

 

今年度の活動がいよいよ始まりました。子ども

たちが最上級生としてどのように成長していく

のかとても楽しみです。ホームクラスでは『学び

合い』の質の向上に向けて頑張っています。担任

の先生は子どもたちに、なぜ学ぶのか、これから

生きていくために必要な力とは何かを、ひとりひ

とりが確かな学力を定着させる意義とともに語

りかけます。「一人も見捨てない」学び合いに基

づき、他者と関わりながら自分も成長するという

力を身に付けた子どもたちが次のステップを踏

み出し始めたのだと思いました。 

先日教員採用試験の勉強をしていた時に、自分

が活動の中で大きな発見をしていたことに気付

かされました。子どもの成長を見取りながら先生

方の姿から学ぶ中で、私の中に理想の教師像や育

てたい子ども像が少しずつでき始めたというこ

とです。どうして小学校の教員になりたいのか

を、深く自分と向き合い始めていたことに驚きま

した。子どもにとっても私にとっても最後の 1年

となる今年度は、これまでの学びを大切にしなが

らもっと自分の言葉で教職に対する考えを深め、

次のステップを踏み出していきたいです。 

【問合せ先】 学校ボランティア支援室は、疑問、困りごと、要望、相談に応じます。 

（理工１０７ e-mail : 齋藤幸男 ysaito@educ.fukushima-u.ac.jp 

     二瓶洋允 hnihei@educ.fukushima-u.ac.jp 

【相談時間】 月〜金（9:00～16:３0） 

【体験訪問】 水曜日は、保原小学校で全校『学び合い』を体験できます。 

 鈴木晴香さんは２年目になり、子どもたちの成長に注目していく中で自分の成長に気付き、

次の高みをめざします。宗像梨奈さんも２年目になり、教師と子どもが黒板を背に対面して学

ぶ授業から、子ども同士がつながる指導法に注目しはじめました。大学の講義（理論）と学校

の出来事（実践）とをつなげて、自分の「学び」になっています。 

カンファレンス会（保原小研究室） 

 放課後４人で、今日の出来事と「学び」の情報交換をし、

「学び」の共有をしています。質疑応答をとおして出来事

が多面的に考察されます。 

学校ボランティア通信１－２（平成２７年５月１３日）学校ボランティア支援室 


